
　

こ
の
た
び
、
引
き
続
き
４
年

間
、
村
長
と
し
て
村
政
を
担
っ

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
重
責
に
あ
ら
た
め
て
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

一
期
目
の
４
年
間
は
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
が
、
村
議
会
や

村
役
場
職
員
、
そ
し
て
村
民
の

皆
さ
ま
を
始
め
と
し
た
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
公
約
と
し
て

掲
げ
た
事
項
は
概
ね
達
成
で
き

た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

火
山
ガ
ス
の
規
制
解
除
に
至
っ

て
は
、
ま
さ
し
く
天
の
な
せ
る

業
で
あ
る
と
信
じ
感
謝
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、私
は
、

「
島
に
育
ち
、
島
に
生
き
未
来

に
つ
な
ぐ
三
宅
島
〜
心
ひ
と
つ

に
三
宅
の
創
造
〜
」
を
合
言
葉

に
、
こ
の
島
で
生
ま
れ
、
あ
る

い
は
新
た
に
人
生
を
切
り
拓
く

場
と
し
て
心
豊
か
に
生
活
し
、

家
庭
を
育
み
、
年
老
い
て
も
良

か
っ
た
と
思
え
る
島
づ
く
り
を

進
め
、
誰
も
が
島
に
育
ち
島
に

生
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
宅
村
の
復
興
は
ま
だ
道
半

ば
、
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、

や
り
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
ま
ず
は
平
成
24
年

度
に
策
定
し
た
「
第
５
次
三
宅

村
総
合
計
画
」
や
昨
年
７
月
に

制
定
し
た
「
三
宅
村
村
民
憲

章
」
の
精
神
に
基
づ
く
次
の
８

つ
の
項
目
を
軸
に
し
て
村
政
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
第
１
に
防
災
島
づ
く
り

で
す
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
島

に
と
っ
て
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
第
２
に
人
材
育
成
で

す
。
村
づ
く
り
は
、
ま
ず
人
づ

く
り
か
ら
で
す
。
第
３
に
産
業

振
興
で
す
。
特
産
品
開
発
や
販

路
拡
大
、
観
光
資
源
開
発
な
ど

が
大
事
で
す
。
第
４
に
福
祉
・

医
療
の
充
実
で
す
。
生
活
上
欠

か
せ
な
い
大
切
な
分
野
で
す
。

手
を
抜
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
第
５
に
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

で
す
。
村
民
の
健
康
増
進
の
み

な
ら
ず
、
島
外
か
ら
の
集
客
に

も
有
効
で
す
。
第
６
に
人
口
増

対
策
で
す
。
若
い
力
を
借
り
て

工
夫
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
第
７
に
文
化
・
教

養
の
か
お
る
島
づ
く
り
で
す
。

伝
統
を
大
切
に
し
、
文
化
活
動

の
支
援
も
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
第
８
に
元
気
と
笑
顔
あ
ふ

れ
る
島
づ
く
り
で
す
。
若
者
と

女
性
の
参
画
を
進
め
ま
す
。

　

私
は
、今
こ
そ
役
場
、村
民
、

島
内
の
各
団
体
・
事
業
者
が
協

働
し
て
こ
れ
ら
の
施
策
を
実
現

し
、
復
興
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
向
け
た
島
づ
く
り
、
未
来
に

希
望
が
持
て
る
島
づ
く
り
を
目

　

２
月
７
日
任
期
満
了
に
伴

う
三
宅
村
議
会
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
有

権
者
数
は
２
２
７
６
人
（
男

１
２
２
７
人
、
女
１
０
４
９

人
）
で
投
票
率
は
76
・
85
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

開
票
結
果
は
投
票
総
数
１

７
４
９
票
（
有
効
得
票
数
１

７
３
０
票
、
無
効
投
票
数
19

票
）で
し
た
。

　

な
お
、
村
議
会
議
員
選
挙

と
同
じ
日
程
で
行
わ
れ
る
予

定
だ
っ
た
三
宅
村
長
選
挙

は
、
立
候
補
者
が
定
数
以
内

の
た
め
無
投
票
で
当
選
と
な

り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
村
長
と
し
て
続
投

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私

が
掲
げ
た
選
挙
公
約
の
根
底
に

は
、
「
誰
も
が
、
こ
の
島
に
育

ち
、
あ
る
い
は
、
新
た
に
人
生

を
切
り
拓
く
場
と
し
て
、
安
心

し
、
心
豊
か
に

生
活
し
、
家
庭

を
育
み
、
年
老

い
て
も
良
か
っ

た
！
」
と
思
え

る
島
に
し
た
い
、
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
具
現
化
に
は
、
職
員
一

人
一
人
が
自
分
の
役
割
を
責
任

を
持
っ
て
遂
行
し
、
組
織
体
と

し
て
機
能
し
、
行
政
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
容
易
な
も
の
、
時
間
を
要

す
る
も
の
と
あ
り
ま
す
が
、
焦

ら
ず
弛
ま
ず
着
実
に
歩
を
進
め

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
柔

軟
な
発
想
で
、
失
敗
を
恐
れ

ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
大
い

に
発
揮
し
て
く

だ
さ
い
。

　

以
前
「
今
ど

き
役
場
職
員
が

決
ま
っ
た
仕
事

だ
け
で
済
む
地
域
は
、
活
力
に

乏
し
く
発
展
性
が
な
い
」
と
い

う
話
を
し
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
今

一
度
思
い
起
こ
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
、
ま
ず
は
役
場

か
ら
明
る
い
あ
い
さ
つ
と
笑
顔

を
発
信
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
28
年
三
宅
村
功
労
者
表

彰
式
が
、「
村
民
の
日
」の
２
月

１
日
午
後
１
時
か
ら
三
宅
村
役

場
臨
時
庁
舎
に
お
い
て
行
わ

れ
、「
各
界
の
功
労
者
」に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、三
宅
島
警
察
署
長
、

三
宅
村
議
会
議
員
を
は
じ
め
、

三
宅
村
の
経
済
団
体
や
各
地
区

自
治
会
な
ど
の
代
表
者
、
各
種

委
員
会
の
委
員
な
ど
、
多
数
の

来
賓
が
出
席
し
、
櫻
田
昭
正
村

長
の
式
辞
に
始
ま
り
、
表
彰
状

な
ど
の
贈
呈
、
平
野
辰
昇
議

長
、
土
本
哲
也
三
宅
支
庁
長
の

祝
辞
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
浅
沼
徹
哉
さ
ん
か
ら
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
お
名
前（
敬
称
略
）

　

◇
勤
労
精
励
＝
安
部
正
志

（
坪
田
）

　

◇
農
林
水
産
功
労
＝
故
福
本

將
幸
（
阿
古
）

　

◇
中
小
企
業
発
達
功
労
＝
浅

　

三
宅
村
及
び
特
別
区
・
島
嶼

人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

沼
正
大（
神
着
）、浅
沼
三
明

（
神
着
）、鎌
川
訓
弘（
阿
古
）、

渡
辺
孝
男
（
坪
田
）

　

◇
人
命
救
助
＝
浅
沼
徹
哉

（
阿
古
）、磯
谷
泰
斗（
阿
古
）、

粕
谷
健
治（
阿
古
）、田
口
周

一
（
伊
ヶ
谷
）
、
三
野
向
夫

（
阿
古
）、山
田
順
一（
阿
古
）、

一
般
社
団
法
人
三
宅
島
観
光

協
会
事
務
局

　

◇
感
謝
状
＝
浅
沼
範
永

（
島
外
）、市
川
幸
治（
島
外
）、

山
崎
美
子（
島
外
）、山
下
久

江
（
島
外
）

指
し
、
ひ
と
つ
の
三
宅
島
を
創

り
上
げ
て
い
く
と
き
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

二
期
目
最
初
の
登
庁
の
日
、

生
ま
れ
育
っ
た
伊
ヶ
谷
の
地
か

ら
眺
め
る
三
宅
の
海
は
、
４
年

前
と
変
わ
ら
ず
私
に
安
ら
ぎ
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

「
よ
し
、
や
る
ぞ
。
」

　

私
は
、
新
た
に
選
ば
れ
た
村

議
会
議
員
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
国
や
東
京
都
の
力
も
お
借

り
し
な
が
ら
、
焦
ら
ず
弛
（
た

ゆ
）
ま
ず
着
実
に
施
策
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
４
年
間
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
人
権

意
識
の
高
揚
や
人
権
擁
護
の
推

進
を
目
的
と
し
て
、
「
三
宅
島

人
権
啓
発
の
集
い
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

人
権
啓
発
映
画
と
し
て
「
あ

ん
」
を
上
映
し
、
映
画
上
映
前

に
本
作
品
の
原
作
者
ド
リ
ア
ン

助
川
氏
と
主
演
女
優
樹
木
希
林

氏
を
お
迎
え
し
て
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
別
添
折
り
込
み
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
庶
務

係
☎
⑤
０
９
８
１
。

表彰を受けた功労者ら

■三宅村議会議員選挙開票結果

結　果 候補者名 当選
履歴 党　派 得票数

当　選 谷　と し ふ み (52歳) 現 無所属 259

当　選 石井　は じ め (68歳) 新 無所属 252.767

当　選 木村　や す え (61歳) 新 公明党 246

当　選 沖山　は じ め (57歳) 新 無所属 176.732

当　選 沖山　ゆういち (49歳) 新 無所属 175.500

当　選 水原　み つ お (67歳) 新 無所属 161

当　選 平 川 　 大 作 (60歳) 現 日本
共産党 151

当　選 佐久間　正文 (66歳) 新 無所属 116

浅沼　のりひろ (78歳) 現 無所属 111

島 崎 　 広 光 (70歳) 新 無所属 81

得票数合計 1729.999

無効投票・不足票 19

※候補者名は通称届出名、年齢は投票日（2月7日現在）

■三宅村長選挙開票結果(候補者定数以内のため無投票)

結　果 候補者名 当選
履歴 党　派

当　選 さくらだ　昭正 (76歳) 現 無所属

※候補者名は通称届出名、年齢は投票日（2月7日現在）

当日有権者数 投票者数 投票率(％) 前回投票率(％)

男 1,227 946 77.10 82.85

女 1,049 803 76.55 80.29

合　計 2,276 1,749 76.85 81.68

映画「あん」の一コマ
(C)2015 映画「あん」製作委員会/COMME DES 
CINEMAS/TWENTY TWENTY VISION/ZDF-ARTE

三宅村議・村長選挙終わる
櫻田昭正氏が無投票で再選

平
成
28
年
度
三
宅
村
功
労
者
表
彰

櫻
田
昭
正
村
長
が

職
員
に
あ
い
さ
つ

三
宅
島
人
権
啓
発
の

集
い
を
開
催
し
ま
す

「
島
に
育
ち
島
に
生
き
る
」

櫻 

田
　
昭 

正

三
宅
村
長
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・2,612人 （－７人）
・1,692世帯 （－７世帯）
平成28年２月１日現在
※カッコ内は前月１日比

今月の人口と世帯数
（外国人含む）



平成28年１月11日から
 平成28年２月10日まで

１月11日 三宅島柔剣道連盟「鏡開
き」出席

　　13日 東京都港湾局離島港湾部
計画課長来庁対応

　　15日 平成27年度第５回東京都
町村長会議、市町村長合
同会議出席、東京都副知
事への予算復活要望要請
活動参加

　　16日 平成28年三宅島警察署武
道始式出席

　　25日 三宅村森林組合理事会出
席、阿古港湾施設（錆ヶ
浜港）視察、一般社団法
人三宅島農業振興会来庁
対応

２月１日 平成28年三宅村功労者表
彰式出席

　　10日 東京都議会訪問

村長室だより

　

２
月
12
日
か
ら
２
月
14
日
ま

で
、
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ

ィ
に
お
い
て
「
第
65
回
関
東
・

東
海
花
の
展
覧
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
関
東
か
ら

東
海
地
方
ま
で
の
１
都
11
県
の

花
の
生
産
者
が
切
花
や
鉢
物
な

ど
を
出
品
し
、
品
質
と
商
品
性

を
競
う
国
内
最
大
規
模
の
伝
統

あ
る
花
の
展
覧
会
で
す
。

　

三
宅
島
か
ら
は
、
５
人
の
花

卉
（
か
き
）
園
芸
農
家
が
手
塩

に
か
け
て
育
て
た
キ
キ
ョ
ウ
ラ

ン
計
５
点
が
出
品
さ
れ
、
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
一
般
切
花
部

門
で
菊
地
世
紀
さ
ん
の
キ
キ
ョ

ウ
ラ
ン
が
銀
賞
、
菊
地
直
彦
さ

ん
の
キ
キ
ョ
ウ
ラ
ン
が
銅
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

キ
キ
ョ
ウ
ラ
ン
は
、
火
山
ガ

ス
に
耐
性
の
あ
る
作
目
の
導
入

　
個
人
番
号
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

個
人
番
号
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
カ
ー
ド
は
、
大
切
に
保
管

し
、
来
庁
の
際
は
必
要
に
応
じ

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
方
は
、
村
民
生
活
課
福
祉

係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
申
請
に
つ

い
て

　

既
に
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号

を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
カ
ー
ド

に
申
請
書
類
が
同
封
さ
れ
て
い

ま
す
。必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

任
意
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、公
的
な「
本
人
確
認
書
類
」

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
変
更
に

つ
い
て

　

転
居
な
ど
で
住
所
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
や
婚
姻
な
ど
で
氏

名
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
あ
わ
せ
て
記
載
事
項
の
変

更
が
必
要
で
す
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
生
活
課

福
祉
係
☎
⑤
０
９
０
４
。

　

潮
流
や
水
温
の
変
化
は
魚
の

回
遊
、
貝
や
海
藻
の
成
長
に
大

き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
平
成

24
年
度
よ
り
、
大
島
事
業
所
で

は
、
東
京
海
洋
大
学
の
山
崎
秀

勝
教
授
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
、

伊
豆
諸
島
の
潮
流
や
水
温
の
変

化
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。

　

海
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
に
よ
る
潮
流
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
海
面
付
近
で
は
風
、
海

中
で
は
潮
の
満
ち
引
き
（
潮

汐
）
や
黒
潮
、
海
底
の
形
状
に

よ
り
複
雑
な
流
れ
が
作
り
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

潮
汐
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ

た
流
れ
は
、
海
底
の
地
形
が
急

激
に
変
化
す
る
場
所
を
通
過
す

る
際
に
、
水
温
躍
層
を
動
か
す

こ
と
で
、
海
面
に
向
か
う
内
部

春
の
全
国
火
災

予
防
運
動
実
施

３
月
１
日
㈫
か
ら
７
日
㈪

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

３
月
１
日
㈫
か
ら
３
月
７
日
㈪

ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
火
災
の
発
生
を

未
然
に
防
止
し
、
火
災
か
ら
尊

い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
標
語
を
掲

げ
、
火
災
へ
の
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
無
防

備
な
心
に
火
災
が
か
く
れ
ん

ぼ
」
で
す
。
う
っ
か
り
無
警
戒

で
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
や
職
場
で
ス
ト
ー
ブ
や

暖
房
器
具
な
ど
を
使
用
す
る
機

会
も
多
く
、
不
注
意
か
ら
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

　

ま
た
、
万
が
一
の
火
災
に
備

　

商
工
会
青
年
部
は
、
商
工
会

の
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
経
営
者
お
よ
び
後

継
者
と
し
て
の
資
質
を
向
上
さ

せ
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発

展
を
図
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
地

域
の
振
興
・
発
展
、
社
会
一
般

の
福
祉
の
増
進
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
目

的
と
し
、
昭
和
47
年
に
設
立
し

ま
し
た
。
設
立
以
降
は
、
地
域

振
興
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
と
し

て
は
、
「
マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ
21

　

そ
の
他
に
は
お
見
合
い
事
業

や
産
業
祭
、
三
宅
村
お
よ
び
関

係
団
体
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

協
力
、
島
外
で
行
わ
れ
る
物
産

展
へ
の
出
展
な
ど
数
多
く
の
事

業
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
三
宅
島
の
将
来
の
担

い
手
で
あ
る
こ
と
を
自
負
し
、

資
質
向
上
を
は
か
り
な
が
ら
、

地
域
に
広
く
貢
献
で
き
る
よ
う

な
事
業
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
住
民
の
皆
様

の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
あ
り
ま

す
。
帰
島
後
の
平
成
18
年
よ
り

復
活
し
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
定

着
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
21
回
目
を
迎
え
帰
島

10
周
年
記
念
と
銘
打
ち
開
催
し

て
、
歌
手
の
瀬
川
瑛
子
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
や
、
友
好
都
市
で

あ
る
小
金
井
市
の
貫
井
囃
、
友

島
で
あ
る
御
蔵
島
・
八
丈
島
フ

ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
出
演
な
ど

華
や
か
に
行
い
ま
し
た
。
22
回

目
を
迎
え
る
本
年
も
、
来
場
者

の
皆
さ
ま
が
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
計
画
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
。

波
（
内
部
潮
汐
波
）
と
い
う

波
を
生
み
出
し
ま
す
。
こ
の

内
部
潮
汐
波
は
、
周
辺
よ
り

も
さ
ら
に
海
底
が
浅
く
な
る

三
宅
島
に
補
足
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
新
た
に
島
の
沿
岸

に
沿
う
強
い
流
れ
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。

　

【
数
理
モ
デ
ル
の
開
発
】

　

観
測
さ
れ
た
水
温
・
潮
流
を

再
現
す
る
た
め
、
山
崎
秀
勝
教

授
、
増
永
英
治
博
士
研
究
員
と

米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

O
liver Fringer

博
士
と
共
同

で
、
伊
豆
諸
島
海
域
に
お
け
る

高
解
像
度
３
次
元
水
理
モ
デ
ル

を
開
発
し
ま
し
た
。
本
研
究

は
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術

振
興
機
構
の
戦
略
的
創
造
研
究

推
進
事
業
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
に
採
択

さ
れ
た
研
究
で
す
。
伊
豆
大
島

お
よ
び
三
宅
島
周
辺
に
お
け
る

流
れ
の
計
算
結
果
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://www2.kaiyodai.

ac.jp/̃hide/JEDI/data.htm
l

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
結
果
は

潮
汐
に
よ
る
流
向
・
流
速
を
推

定
し
た
も
の
で
、
実
際
は
風
や

黒
潮
な
ど
の
効
果
に

よ
り
異
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

都
教
委 

児
童
生
徒 

表
彰

三
宅
小 

山
田
航
希
く
ん

　

三
宅
小
学
校
第
六
学
年
の
山

田
航
希
く
ん
が
、
平
成
27
年
度

東
京
都
教
育
委
員
会
児
童
・
生

徒
等
表
彰
に
お
い
て
、
伝
統
・

　

３
月
１
日
㈫
よ
り
平
成
28
年

度
交
通
災
害
共
済
（
ち
ょ
こ
っ

と
共
済
）
の
予
約
加
入
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
共
済
は
東
京
都
の
全
市

町
村
が
共
同
で
実
施
す
る
公
的

な
共
済
制
度
で
す
。
交
通
事
故

に
遭
わ
れ
た
方

へ
の
見
舞
金
と

し
て
住
民
の
皆

さ
ん
が
会
費
を

出
し
合
い
、
地
域
に
助
け
合
い

の
輪
を
広
げ
る
相
互
扶
助
を
目

的
と
し
た
事
業
で
す
。
な
お
、

小
中
学
生
に
つ
い
て
は
教
育
委

員
会
で
一
括
加
入
（
Ｂ
コ
ー

ス
）
す
る
た
め
手
続
き
は
不
要

で
す
。

　

【
共
済
期
間
】

　

平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成

29
年
３
月
31
日

　

【
加
入
資
格
】

　

①
共
済
期
間
の
開
始
日
に
三

宅
村
に
居
住
し
、
住
民
登
録
の

あ
る
方
（
外
国
籍
の
方
も
可
）

②
加
入
者
と
生
計
が
同
じ
で
就

学
の
た
め
島
外
に
住
ん
で
い
る

方
（
加
入
に
際
し
年
齢
や
健
康

状
態
に
よ
る
制
限
な
し
）

　

【
会
費
】

　

▽
Ａ
コ
ー
ス
＝
１
０
０
０
円

　

▽
Ｂ
コ
ー
ス
＝
５
０
０
円

　

【
申
請
期
間
】

　

３
月
１
日
㈫
か
ら
随
時
受
付

（
４
月
以
降
の
申
し
込
み
は
、

申
込
日
翌
日
〜
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
が
共
済
期
間
）

　

【
申
請
方
法
】

　

役
場
臨
時
庁
舎

１
階
お
よ
び
各
出

張
所
に
あ
る
加
入

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
会
費
と
と
も
に
村
民
生
活

課
福
祉
係
ま
た
は
各
出
張
所
に

提
出
。（
印
鑑
不
要
）

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
生
活
課

福
祉
係
☎
⑤
０
９
０
４
。

文
化
（
木
遣
太
鼓
）
の
継
承
活

動
を
地
域
で
継
続
的
に
実
践
し

た
児
童
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
２
月
13
日
に
東
京
都
庁
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
会
場
に
集

ま
っ
た
多
く
の
出
席
者
か
ら
喝

采
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

え
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
と
点
検
を
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
機
会
に
防
火
に
つ

い
て
考
え
、
火
災
の
無
い
ま
ち

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

と
し
て
普
及
さ
れ
、
島

内
で
も
生
産
が
増
え
て

お
り
、
今
回
、
銀
賞
の

評
価
を
受
け
た
こ
と

で
、
今
後
の
三
宅
島
園

芸
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

注
目
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

今
年
の
都
県
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の

東
京
都
ブ
ー
ス
で
は
、
三
宅
島

の
切
葉
を
使
用
し
た
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
や
溶
岩
鉢
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
観
光
産
業
課

農
林
水
産
係
☎
⑤
０
９
９
２
。

　

平
成
27
年
12
月
の
航
空
法
改

正
に
よ
り
、
空
港
周
辺
お
よ
び

高
さ
１
５
０
㍍
以
上
で
の
無
人

航
空
機
（
ド
ロ
ー

ン
）
の
飛
行
に
は
国

土
交
通
大
臣
へ
の
申

請
と
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
飛
行

の
方
法
や
場
所
な
ど

に
関
す
る
細
か
い
ル

ー
ル
に
つ
い
て
は
、

空
港
管
理
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
島
空
港

管
理
事
務
所
☎
⑥
０
２
０
３
。

三宅島周辺の潮流

表彰を受ける山田くん

銀賞の「キキョウラン」 「
潮
の
満
ち
引
き
が
、島
の
周
り
に
流
れ
を
生
み
出
す
」

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

水
産
農
林

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て三

宅
島
の
将
来
の
担
い
手

み
ん
な
の

コ
ラ
ム三

宅
村
商
工
会 

青
年
部
長

浅
沼　

浩
希

平
成
28
年
度
交
通
災
害
共
済

３
月
１
日
㈫
か
ら
加
入
受
付
開
始第

65
回
関
東
・
東
海
花
の
展
覧
会

三
宅
島 

キ
キ
ョ
ウ
ラ
ン 

銀
、銅
賞

ドローンの飛行
ルールについて

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
三
宅
村
役
場
臨
時
庁
舎
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

３
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
９
期
）、保
育
料

３
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
９
期
）、保
育
料
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17日㈭

定期予防接種
ＤＰＴ-ＩＰＶ (14:30～14:40）
日本脳炎 (14:40～15:00）
ＭＲ  (15:00～15:10）
ＤＴ２期 (15:20～15:40） 【中央診療所】

24日㈭

任意予防接種 (14:20～14:30）
定期予防接種
ＢＣＧ (14:20～14:30）
小児用肺炎球菌、ヒブワクチン同時接種
 (14:30～14:40）
水ぼうそう (14:40～14:50） 【中央診療所】

31日㈭ 後期高齢者医療保険料（第９期）、保育料（３月
分）納期限

◆保健師による健康相談
（毎週火・金曜日9:30～11:00、無料・予約不要） 
 【村民生活課】
◆東京法務局の３月の特設登記所は開設されません。
〈次回の開設予定〉
　４月13日㈬9:00～12:00、13:00～16:00
　４月14日㈭9:00～12:00 【役場臨時庁舎】

３月の生活カレンダー

就航率 搭乗率
調布
 ⇒三宅

94.6％
38.8％

三宅
 ⇒調布 72.2％

航空機の運航状況

・検診、予防接種、子育て相談、健康相談など
　………………………………村民生活課☎⑤0902  
・村税…………………企画財政課税務係☎⑤0983
・特設登記所……企画財政課企画情報係☎⑤0984 
　東京法務局　不動産登記☎03-5213-1330
　　　　　　　法 人 登 記☎03-5213-1337
　 ※相談の際は関係する資料をご持参ください。

問
い
合
わ
せ
先

【問い合わせ】
新中央航空㈱三宅島空港
☎04994-6-0006

（H28.1.1～1.31）

　

診
療
所
の
１
番
診
察
室
と
２

番
診
察
室
は
、
自
治
医
科
大
学

出
身
の
医
師
が
務
め
て
い
ま

す
。
自
治
医
科
大
学
は
地
域
医

療
に
従
事
す
る
医
師
、
つ
ま
り

総
合
診
療
医
を
育
成
す
る
大
学

で
す
。

　

総
合
診
療
医
に
は
特
定
の
専

門
科
の
み
な
ら
ず
、
基
本
的
に

す
べ
て
の
診
療
科
の
初
期
対
応

が
で
き
る
技
術
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
専
門
医
に
紹
介

が
必
要
な
場
合
は
適
切
な
紹
介

を
行
う
の
も
仕
事
で
す
。
ま

た
、
病
気
を
診
る
の
み
な
ら

ず
、
患
者
さ
ん
の
家
族
構
成
や

社
会
環
境
も
考
慮
し
て
、
適
切

な
治
療
方
針
を
決
定
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
時
に
は
介

護
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
福
祉
と

の
連
携
も
仕
事
に
な
り
ま
す
。

　

内
地
と
異
な
り
、
三
宅
島
に

は
診
療
所
が
一
つ
し
か
な
く
、

医
師
は
全
部
で
３
人
し
か
い
ま

せ
ん
。
こ
の
３
人
の
み
で
、
島

の
中
で
発
生
す
る
あ
ら
ゆ
る
疾

患
の
初
期
対
応
を
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
の
方
々
へ
適
切
な
医
療
を
提

供
す
る
た
め
に
、
福
祉
や
介
護

の
知
識
も
必
要
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
三
宅
島
の
医
療
は
地
域

医
療
を
担
う
た
め
総
合
診
療
医

が
適
任
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
総
合
診
療
医
の
診

療
だ
け
で
は
、
ど
う
し
て
も
各

科
の
専
門
的
な
治
療
を
提
供
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
現
在
行
っ
て
い
る
よ
う

に
、
各
科
の
専
門
診
療
と
い
う

形
で
、
内
地
の
専
門
医
の
先
生

方
に
来
島
し
て
も
ら
い
診
療
を

助
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
番
診
察
室
の
先
生

方
は
都
立
病
院
か
ら
の
短
期
派

遣
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

先
生
方
も
各
科
の
専
門
研
修
中

で
あ
っ
た
り
、
各
科
の
専
門
医

の
方
々
が
派
遣
に
な
る
た
め
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
制
度
と
い

え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
総
合
診
療
医
と
し

て
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
し
、
今
後
も

島
民
の
方
々
へ
適
切
な
医
療
を

提
供
で
き
る
よ
う
ま
い
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し

ま
し
ょ
う

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
全
て

の
年
金
制
度
に
共
通
し
て
使
用

す
る
基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
や

厚
生
年
金
に
加

入
す
る
と
基
礎

年
金
番
号
が
記

載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ

れ
、
加
入
記
録
や
保
険
料
の
納

付
状
況
な
ど
が
こ
の
番
号
を
基

と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す

る
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
る

た
め
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。
年
金
手
帳
を
紛
失
ま
た

は
破
損
し
て
し
ま
っ
た
と
き

は
、
以
下
の
場
所
で
年
金
手
帳

の
再
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

▽
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険

者
＝
三
宅
村
役
場　

▽
厚
生
年

金
等
の
被
保

険
者
＝
勤
務

す
る
事
業
所

　

▽
国
民
年
金
第
三
号
被
保
険

者
＝
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業

所
　

年
金
に
つ
い
て
の
相
談
は
港

年
金
事
務
所
☎
03‒

５
４
０
１

‒

３
２
１
１
ま
た
は
村
民
生
活

課
保
健
係
☎
⑤
０
９
０
２
。

　

ビ
ン
類
の
分
別
収
集
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

飲
食
料
用
の
ビ
ン
と
そ

れ
以
外
の
ビ
ン
を
分
け
て

く
だ
さ
い
。
飲
食
料
用
の

ビ
ン
は
無
色
・
茶
色
・
そ

の
他
の
色
の
３
色
に
分
け

て
収
集
場
所
に
出
し
ま
し

ょ
う
。

　
飲
食
料
用
の
ビ
ン

　

無
色
ビ
ン
＝
透
明
・
白
・

ス
リ
ガ
ラ
ス
の
ビ
ン

　

茶
色
ビ
ン
＝
ビ
ー
ル

瓶
・
栄
養
ド
リ
ン
ク
な
ど

の
濃
い
茶
色
の
ビ
ン

　

【
航
空
機
の
運
航
状
況
に
つ

い
て
の
お
詫
び
と
訂
正
】
２
月

号
の
12
月
分
航
空
機
の
運
航
状

況
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
い
三
宅
↓
調
布
の
搭
乗
率
は

80
・
２
％
で
し
た
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た

こ
と
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

◎
三
宅
村
で
は
村
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
・
感
想
・
要
望
な
ど

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

▽
問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政

課
企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８

４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
⑤
０
９
３
２
、

m
iyake03@ m

iyakem
ura.com

　

２
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で

「
島
暮
ら
し
体
験
事
業
」
を
実

施
し
、
島
外
か
ら
４
組
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

眼
科
専
門

診
療
を
実
施

中
央
診
療
所

　

中
央
診
療
所
で
眼
科
専
門
診

療
を
行
い
ま
す
。
受
付
は
診
療

当
日
に
行
い
ま
す
。
受
診
者
多

数
の
場
合
は
、
受
付
を
早
め
に

終
了
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

▽
場
所
＝
中
央
診
療
所

　

▽
診
療
日
時
＝
３
月
13
日
㈰

午
前
９
時
か
ら
と
午
後
２
時
か

ら
、
14
日
㈪
午
前
９
時
か
ら

　

▽
受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半

か
ら
11
時
半
ま
で
、
午
後
２
時

か
ら
３
時
半
ま
で

　

▽
受
付
番
号
札
配
布
＝
午
前

６
時
半
か
ら

　

※
眼
鏡
検
査
も
あ
わ
せ
て
実

施
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
中
央
診
療
所

☎
②
０
０
１
６
。

「
ふ
る
さ
と
の
湯
」

休
業
の
お
知
ら
せ

３
月
14
日
か
ら
18
日

　

平
成
28
年
３
月
14
日
㈪
か
ら

平
成
28
年
３
月
18
日
㈮
ま
で
の

間
、
温
泉
設
備
の
保
守
点
検
作

業
を
行
う
た
め
、
ふ
る
さ
と
の

湯
は
休
業
と
な
り
ま
す
。

　

施
設
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
観
光
産
業
課

観
光
商
工
係
☎
⑤
０
９
２
０
。

　

各
世
帯
に
設
置
さ
れ
て
い
る

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末（
テ
レ
ビ
電
話
）

は
村
か
ら
の
貸
与
物
品
で
す
。

　

転
入
・
転
出
・
転
居
の
際
に

は
企
画
財
政
課
企
画
情
報
係
、

ま
た
は
各
出
張
所
に
て
貸
与
・

返
却
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

島
外
・
島
内
へ
の
引
っ
越
し

や
、
一
戸
建
て
・
村
営
住
宅
へ

の
引
っ
越
し
な
ど
、
状
況
に
よ

り
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
の

で
、
お
手
数
で
す
が
担
当
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
貸
与
さ
れ
て
い
る
端

末
は
高
価
な
も
の
で
、
許
可
無

く
譲
渡
ま
た
は
破
棄
し
た
り
、

紛
失
し
た
り
し
た
場
合
、
弁
償

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
。

　

平
素
よ
り
、
三
宅
村
簡
易
水

道
事
業
に
つ
い
て
多
大
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
引
っ
越
し
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
転
入
・
転
出
さ

れ
る
方
は
水
道
の
給
水
・
停
止

の
手
続
き
を
地
域
整
備
課
水
道

係
ま
た
は
各
出
張
所
ま
で
必
ず

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
道
料
に
未
納
の
あ

る
方
は
早
急
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

　

著
し
く
滞
納
さ
れ
て
い
る
方

は
給
水
停
止
と
し
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
地
域
整
備
課

水
道
係
☎
⑤
０
９
８
９
。

　

期
間
中
は
宿
や
商
店
で
の
仕

事
や
明
日
葉
摘
み
体
験
の
ほ

か
、
生
活
に
係
わ
る
島
内
各
所

や
初
午
祭
、
三
宅
島
文
化
会
な

ど
の
伝
統
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の

見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
『
就
業
体
験

な
ど
を
通
し
て
、
こ
の
島
で
実

際
に
生
活
す
る
こ
と
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
た
』
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

三
宅
村
で
は
、
今
後
も
暮
ら

し
体
験
事
業
や
移
住
施
策
の
実

施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

⑤
０
９
８
４
。

　

そ
の
他
の
色
の
ビ
ン
＝
無

色
・
茶
色
に
該
当
し
な
い
色

の
ビ
ン

　
飲
食
料
用
以
外
の
ビ
ン
類

　

陶
器
類
・
コ
ッ
プ
・
哺
乳

瓶
・
薬
品
の
ビ
ン
な
ど

　

※
色
の
判
断
に
迷
う
も
の

は
「
そ
の
他
の
色
の
ビ
ン
」

に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。
色

分
け
さ
れ
た
ビ
ン
は
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
ま
す
。ま
た
、中
身

を
水
洗
い
し
て
、
分
別
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
地
域
整
備

課
環
境
整
備
係
☎
⑤
０
９
３

８
。

引
っ
越
し
の
時
は

住
所
異
動
手
続
き
を

　

３
月
・
４
月
は
、
就
学
や
就

職
、
転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し
が

多
く
な
り
ま
す
。印
鑑
登
録
、国

民
健
康
保
険
へ
の
加
入
な
ど
皆

さ
ん
の
生
活
に
密
接
な
関
係
が

あ
る
制
度
は
、
住
所
を
正
し
く

届
け
て
い
な
い
と
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
生
活
の
基
礎

と
な
る
届
け
出
で
す
の
で
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
出
届
は
引
っ
越
し
予
定
日

の
14
日
前
か
ら
、
転
入
・
転
居

届
は
引
っ
越
し
後
14
日
以
内
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
生
活
課

福
祉
係
☎
⑤
０
９
０
４
。

明日葉摘み体験をする参加者ら

合
診
療
医
と
は

総
広
報
か
ら
の
お
知
ら
せ 中

央
診
療
所
長

舘
野

　
佑
樹

み
ん
な
の

国
民
年
金

国
民
年
金

水
道
係
か
ら
の
お
願
い

転
入
出
の
時
は
水
道 

給
水
停
止 

手
続
き
を

島
暮
ら
し
体
験
事
業
を
実
施

ビン類分別と色分けについて

転
入
・
転
出
・
転
居
時
は

IP
告
知
端
末
の
手
続
き
を

【
防
災
行
政
無
線
】
放
送
内
容
を
確
認
し
た
い
場
合
は
24
時
間
自
動
音
声
案
内
☎
０
４
９
９
４
⑥
０
８
１
３
。

（
３
月
分
）納
付
月
。31
日
㈭
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

（
３
月
分
）納
付
月
。31
日
㈭
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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各観測点での火山ガス濃度の年平均値
やレベルごとの月平均時間などはＩＰ
告知端末で配信。火山ガス濃度の年平
均値の推移は村のホームページに掲載。

三宅島火山ガス濃度情報サービス
①☎04994‒6‒0565
②ＩＰ告知端末（テレビ電話）
③ 携帯サイト 
http://www.miyake-so2.jp/keitai/

島
の
も
っ
と
知
り
た
い

！！！！！！！！！！
こ
れ
こここここここここここここ

あ
れ

【申込方法】写真（データ）・名前（ふりがな付）・性別・ 
生年月日・保護者からのメッセージに、保護者氏名と連絡
先を添えて企画財政課へ持参、またはメール（件名：みや
けの宝）をmiyake03@miyakemura.comへ送信。
【対象】２歳未満　※写真は返却できません。

宮
み や

沢
ざ わ

 杏
あ ん

菜
な

 ちゃん
誕生日：平成27年
 ４月14日（伊ケ谷）

　

歌
手
「
こ
ま
ど
り

姉
妹
」
で
お
馴
染
み

の
コ
マ
ド
リ
。
姿
・

声
と
も
に
美
し
く
、

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ャ

〜
」
と
い
う
馬
の
い
な
な
き
に

も
似
た
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？
。
時
に
は
海
岸

付
近
の
林
か
ら
も
聞
こ
え
て
き

ま
す
が
、
じ
っ
く
り
と
堪
能
す

る
に
は
大
路
池
や
坪
田
林
道
、

薬
師
堂
な
ど
の
森
が
お
ス
ス
メ

で
す
。
コ
マ
ド
リ
の
美
し
い
さ

え
ず
り
に
耳
を
傾
け
る
ひ
と
と

き
は
、
本
土
で
は
な
か
な
か
味

わ
う
事
の
で
き
な
い
贅
沢
な
時

間
。
そ
ん
な
贅
沢
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

メッセージ

48

お兄ちゃんのことが
大好きっ！
ずっと仲良くいてね
初節句おめでとう☆

　

ダ
ン
ダ
ン
、
ド
ン
ド
ン
と
い

う
手
織
り
機
の
音
が
神
着
地
区

に
響
き
ま
す
。
「
お
さ
」
と
呼

ば
れ
る
道
具
を
手
前
に
引
い
て

つ
く
る
三
宅
丹
後
（
三
宅
紬
）

は
、
江
戸
中
期
に
島
へ
伝
わ
っ

た
紬
織
物
で
、
深
い
味
わ
い
が

美
し
い
手
織
物
で
す
。
繭
糸
を

紡
ぎ
、
糸
を
染
め
て
手
織
り
す

る
技
術
は
、
島
内
で
母
親
か
ら

娘
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
で
は
伝
承
者
の
多
く

が
高
齢
で
亡
く
な
り
、
神
着
地

区
の
浅
岡
真
知
子
さ
ん
た
だ
ひ

と
り
が
伝
統
技
術
を
守
っ
て
い

ま
す
。

　

煮
た
蚕
の
繭
か
ら
出
て
き
た

細
い
糸
を
い
く
つ
も
束
ね
て
ひ

と
つ
の
糸
に
し
て
い
る
た
め
、

糸
に
す
る
時
や
織
っ
て
い
る
時

に
糸
で
手
を
切
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

織
機
に
糸
を
巻
き
つ
け
る
ま

で
の
作
業
は
特
に
体
へ
の
負
担

が
大
き
く
、
骨
の
折
れ
る
細
か

三
宅
丹
後
（
三
宅
紬
）
　

ひ
と
り
つ
む
ぐ

三
宅
島
自
然
だ
よ
り

「
日
本
屈
指
の
美
声
の 
 

持
ち
主
が
す
ぐ
そ
こ
に
」

　

獅
子
舞
が
各
家
庭
を
踊
り
歩

き
、
厄
払
い
を
す
る
「
初
午

祭
」
が
行
わ
れ
、
２
月
最
初
の

午
の
日
は
華
や
か
な
初
春
の
幕

開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
午
は
各
地
区
の
青
年
団
や

芸
能
保
存
会
に
よ
っ
て
独
自
の

形
式
で
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　

獅
子
舞
の
時
に
頭
を
噛
ん
で

も
ら
う
と
厄
払
い
が
で
き
る
、

　

１
月
16
日
、
平
成
28
年
三
宅

島
警
察
署
武
道
始
式
が
三
宅
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
武

道
始
式
は
、
地
域
の
治
安
や
自

身
の
身
を
守
る
た
め
、
署
員
が

日
ご
ろ
鍛
錬
し
て
い
る
成
果
を

披
露
す
る
場
で
す
。

　

始
め
に
、
凶
器
を
持
っ
た
犯

人
逮
捕
を
想
定
し
た
実
践
的
逮

捕
術
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
は

子
供
た
ち
に
よ
る
柔
・
剣
道
の

い
作
業
が
続
き
ま
す
。
何
度
も

く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
が
、
「
あ
ぁ
、
は
じ
め
た
の

か
よ
」
と
機
織
り
の
音
を
懐
か

し
む
声
を
励
み
に
ひ
と
り
で
伝

統
技
術
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
ア

シ
タ
バ
染
め
を
し
て
お
り
、
特

産
品
の
ア
シ
タ
バ
を
生
か
し
た

織
物
を
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課
企

画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
。

　

２
月
13
日
、
14
日
に
三
宅
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て

第
22
回
三
宅
島
文
化
会
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
個
人
21
人
と
20

団
体
の
会
員
が
参
加
し
、
今
年

も
生
け
花
や
陶
芸
作
品
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
展
示
の
他
、
演
劇

や
音
楽
の
舞
台
発
表
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
並
ん

だ
会
場
に
は
、
島
内
外
か
ら
３

０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
訪

れ
、
今
年
も
に
ぎ
や
か
な
発
表

会
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

家の周りにも野鳥がたくさん。身近な場所で野鳥観察を始めてみませんか。双眼鏡は無料で貸
し出します。アカコッコがエサを採りやすい森にするための、下草刈り作業をいっしょにしま
せんか。詳細はお問い合わせください。イベントなどの問い合わせは三宅島自然ふれあいセン
ターアカコッコ館☎⑥0410、FAX⑥0458、ホームページの「アカコッコからの手紙」で検索。

イ ベ ン ト 名 実施日 時　間 実施場所 参加費・定員

街なかバードウオ
ッチング（神着編） ３月５日㈯ 9:00～

10:30
ふれあい児童
公園駐車場

無料・
定員無し

アカコッコの
森づくり

３月19日㈯
※申込締切3月4日㈮

8:30～
17:00 アカコッコ館

入館料200円・
定員9名

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
三
宅

村
村
民
憲
章
」
を
少
し
ず
つ
紹

介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
前

回
に
続
き
大
項
目
の
４
つ
目

と
、
こ
れ
に
続
く
３
つ
の
小
項

目
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一

　
歴
史
を
大
切
に
し
、
教

養
と
文
化
が
息
づ
く
村
を
つ
く

り
ま
す

　

　
・
先
人
の
歩
み
や
地
域
に
根

づ
く
文
化
を
次
世
代
に
受
け
継

ぎ
ま
す

　
・
教
育
を
重
ん
じ
、
道
徳

心
、
豊
か
な
知
性
、
感
性
を
伸

ば
し
ま
す

　
・
常
に
向
上
心
を
も
ち
、
教

養
を
深
め
、
品
性
を
高
め
ま
す

　
背
景

　

新
た
な
土
地
に
住
み
始
め
、

地
域
と
の
関
わ
り
を
も
つ
よ
う

に
な
る
と
、
そ
の
土
地
の
歴
史

や
伝
統
文
化
な
ど
が
少
し
ず
つ

見
え
て
き
ま
す
。
移
り
住
ん
だ

土
地
へ
の
さ
ら
な
る
興
味
と
愛

着
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
、
三

宅
島
の
歴
史
や
文
化
、
そ
の
背

景
に
あ
る
自
然
環
境
な
ど
に
つ

い
て
、
こ
こ
で
暮
ら
す
す
べ
て

の
人
が
い
つ
ま
で
も
学
び
合
い

伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
。

し
、
比
較
的
高
い
山
の

森
林
で
生
活
し
て
い
る

た
め
、
め
っ
た
に
出
会

う
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
三
宅
島
で
は
１

年
を
通
し
て
楽
し
む
事

が
で
き
ま
す
。
特
に
こ

れ
か
ら
迎
え
る
春
は
、

美
し
い
さ
え
ず
り
を
楽

し
む
に
は
絶
好
の
季
節

で
す
。
「
ヒ
ン
カ
ラ
ラ

ー
か
ら
は
、
し
ば
し

ば
憧
れ
の
鳥
と
し
て

無
病
息
災
、
元
気
に
一
年
を
過

ご
せ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今

年
も
２
月
の
伝
統
の
祭
は
に
ぎ

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

気
迫
溢
れ
る
試
合
が
続
き
ま
し

た
。
署
員
に
よ
る
試
合
で
は
豪

快
な
投
げ
技
が
決
ま
る
た
び
、

会
場
に
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
本
土

で
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
飛
来

82

　
３
月
の
小
・
中
学
校
予
定

　

　

【
小
学
校
】

１
日
㈫
＝
新
１
年
生
体
験
入
学

２
日
㈬
＝
保
護
者
会

４
日
㈮
＝
６
年
生
を
送
る
会

24
日
㈭
＝
卒
業
式

25
日
㈮
＝
修
了
式
・
離
任
式

　

【
中
学
校
】

11
日
㈮
＝
３
年
生
を
送
る
会

18
日
㈮
＝
卒
業
式

22
日
㈫
＝
授
業
参
観
・
保
護
者
会

25
日
㈮
＝
修
了
式
・
離
任
式

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
教
育

委
員
会
☎
⑤
０
９
５
２
。

　

【
新
着
本
の
紹
介
】

　

２
０
１
６
年
本
屋
大
賞
の
ノ

ミ
ネ
ー
ト
作
が
決
定
し
ま
し

た
。
４
月
に
大
賞
が
発
表
さ
れ

ま
す
。辻

村
深
月
著
・
文
藝
春
秋

『
朝
が
来
る
』

米
澤
穂
信
著
・
東
京
創
元
社

『
王
と
サ
ー
カ
ス
』

住
野
よ
る
著
・
双
葉
社

『
君
の
膵
臓
を
た
べ
た
い
』

中
村
文
則
著
・
集
英
社

『
教
団
Ｘ
』

　

三
宅
村
図
書
館
☎
⑤
１
４
５

３
、
開
館
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
、
水
曜
日
休
館
。

中
脇
初
枝
著
・
講
談
社

『
世
界
の
果
て
の
こ
ど
も
た
ち
』

深
緑
野
分
著
・
東
京
創
元
社

『
戦
場
の
コ
ッ
ク
た
ち
』

西
川
美
和
著
・
文
藝
春
秋

『
永
い
言
い
訳
』

宮
下
奈
都
著
・
文
藝
春
秋

『
羊
と
鋼
の
森
』

又
吉
直
樹
著
・
文
藝
春
秋

『
火
花
』東

山
彰
良
著
・
講
談
社

『
流
』

「コマドリ」声の良さから日本
三鳴鳥のひとつに数えられる

武道始式に参加した子供と署員ら社の中で舞う獅子

展示作品が並んだ会場

三宅丹後(三宅紬)

署
員
と
子
供
た
ち
が

鍛
錬
の
成
果
を
披
露

三
宅
島
文
化
会

発
表
会
を
開
催

伝
統
の「
初
午
祭
」

獅
子
舞
で
厄
払
い

三
宅
島
警
察
署
武
道
始
式

村
民
憲
章
を

  

暮
ら
し
の
中
に

３
０
０
人
超
が
来
場
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